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東北大学大学院　国際文化研究科創立 20周年特集
初　山　高　仁　
東北大学は研究第一・門戸開放・実学尊重の 3つを大学に理念としている。この中でも実学尊
重は産学連携という意味で述べられたり、あるいは社会に役立つ学と表現されていたりしている。
だが 2011年に開かれた理学部 100周年記念のシンポジウムでは研究第一と門戸開放は語られた
が実学尊重についての言及はなかった。理学部の場合、実用とは単純に結びつかない研究分野が
あるためこのような対応となったのであろう。実学尊重という理念がいつから生まれたかは明確
でないが、『東北大学五十年史』を見ると「実用を忘れざるの主義」という記述がある。ところで、
総合大学で「実学」を理念とする大学として慶応義塾大学がある。ここでは福沢諭吉の述べた意
味での実学＝「さいやんす」が理念とされており、さらには「すぐ役立つ人間はすぐ役立たなく
なる」という理工学部創設期に言われた言葉をもって総合大学の理念としての実学を説明してい
る。これに対し、東北大学では『東北大学百年史』などでも実学尊重についての検討はあまりな
されていない。
「実学」という単語の用例をたどってみると森鴎外が『黄禍論梗概』で「支那は古来自然学風
の実学を尊んで居て」と述べた事例がある（1904）。しかるに、東北大初代教授であった真島利
行は、昭和期になってからだが、中国は実学を重視しなかったと述べている。明治から昭和まで
の間に実学の意味は大きく変化したのであろう。筆者は「東北大学の理念としての実学尊重」（『国
際文化研究』、18号、2011）で実学史・実学思想史研究の成果から実学が現実性・実用性や合理性・
批判性などのある学であり、ここでいう実事が人倫、礼楽、制度、天文、地理、兵、刑など幅広
い概念であることを踏まえて、実学には先行する学問に批判的な学や形骸化・形式化した学問を
批判する学、架空の議論がない学という意味があることを指摘した。東北大創立当時、初代総長
澤柳政太郎は大学を新たなる進歩を企てる場としていたし「実用的のものは、高等専門教育にし
て大学では無い」と述べていた。また当時、スコラ学に批判的な教育の姿勢という意味での「実
学主義」という言葉が使われてもいた。このように見ると第三の帝国大学として先行者との違い
を示す理念が実学だったのではないだろうか。後に東北帝大の初代理科大学長に擬せられる長岡
半太郎が日本で摸倣に留まらない独自の研究が必要であると述べた時（1900）には、学者に対し
ては「腐儒世用を為さず空論を吐きて人を蠱惑する如き俗人の学者に対する冷評」さえある状況
であった。なお、成果のない先行者を「腐儒」とするのが「実学」でもあった。初代物理学教授
の日下部四郎太は大学の本質が四書五経の『大学』にあり、大学では格物致知から治国平天下を
目指すものと見ていた。いわば、長期的な社会発展を目指した大学観が述べられているのであり、
大学は人間育成の場として位置づけられている。
東北大の創設期はいわゆる「物理学革命」が起こった時期であり、東北大はこれに日本で最初
に本格的に対応した大学であるといえ、アインシュタインは来日時に「恐るべき競争相手は東北
大学」とまで評したのであった。さらにこの時代は金属の研究などが国際的に進められるように
なり、ケイ素鋼開発の研究などは欧米主要国をまたぐ形で進められた。鉄鋼の大量生産による金
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属研究の必要もありドイツでは国立理工学研究所が 1887年にアメリカでは標準局が 1901年に、
フランスでは試験研究所が 1901 年にイギリスでは国立物理学研究所が 1902年に設置された。東
北大学では臨時理化学研究所第二部（1916）、鉄鋼研究所（1919）、金属材料研究所（1922）とい
う形で研究組織を進化させた。海外の学術動向に東北大が積極的に対応しようとしていたことが
知れる。
ところで、第 2代工学部長を務めた宮城音五郎の回顧によると工学部が設置された当時（1919）
には「工学を工業の敵」とする社会的評価があったという。これは生産は外国の摸倣で行えばよ
く、工学研究は資金や時間がかかる分だけ損だという意味だと見なせる。工学ですらこのように
見られていたのだから、創設期の東北大で「実学」が実用の学であったとは見なしがたいところ
がある。本多光太郎は 1924年に「本邦人は一般に理論的事項を実際のことに迂遠であるとして
之を著しく軽視する傾向」があり、これは模倣時代を過ぎた日本の工業のために憂うべき傾向で
ある、そして「独創的考案は一貫したる理論を能く理解し、是に基いて考慮を廻らすを尤も捷径
とする」と述べたことがある。創設期の教官たちは実用以前の研究の意義そのものを説くことに
苦心していたのである。
東北大学では 1922年に法文学部が設置されたが、初代法文学部長であった佐藤丑次郎は「今
迄とはまるで違った」学部であることを目指した。先にも述べたように実学には形骸化・形式化
に批判的な学問という意味がある。高橋里美は「東大何ものぞ京大何ものぞ」という意気があっ
たと証言している。林竹二は「因習を一擲し全く学問的な実力のみに着目した人選を断行」し、
経歴よりも実力を問い帝国大学出身ではない教員を採用したことを評価している。先行者と異な
ることで学生の魅力を作ろうとしていたのである。
以上のように、成果のない先行者は「腐儒」と見なされており（長岡半太郎）、「腐儒」に実学
が対抗したという歴史的経緯があった。また一見すると実際とは迂遠な学が実用のために必要だ
と言われていたし（本多光太郎）、東大・京大何ものぞ、と先行学問に対抗する姿勢も見られた（高
橋里美）。経歴よりも実力に着目した人事が評価されもした（林竹二）。金属材料研究所の設置の
ような研究の国際的動向に対応する動きも見られた。したがって、東北大創設期の「実学」は先
行するものに対抗したり、新たなものを進取したりする学門的姿勢を意味していたと見なすこと
ができる。
東北大で教養部改革期に教養部長を務めた渡部治雄は東大教養学部では「科学史・科学哲学、
文化人類学、社会思想史、国際関係論、諸地域に関する総合的なエイリア・スタディーという、
これまで日本では未開拓であった新しい学問が創造された」と評した。だが、東北大ではそのよ
うな取り組みがなされず、「芸術（絵画や音楽）、宗教、統計学、科学史」「朝鮮語やスペイン語」
の専任教官を採用する努力も東北大ではなかったと証言している。裏を返せば他とは異なる学を
担うという東北帝大成立時や法文学部成立時と同様の課題が国際文化研究科の成立時にもあった
ということになる。これら科学史、文化人類学、国際関係論、エイリア・スタディーなどの分野
で 20年間でどれほどの成果があげられたかが検証されなければならない。東北大学大学院国際
文化研究科では東北大創設期の実学の意味を再確認し、いわゆる「グローバル化」といった学術
の国際的動向に対応しつつ、国際文化研究の今後を模索することが、現在必要なのではないだろ
うか。
